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ユニフォーム等について（お願い） 
 日頃より、新潟県４種委員会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。 
  さて、今年度も選手が着用するユニフォーム等につきまして、下記の通りとさせていただきます。内容を

ご理解いただき、各地区、県大会での試合運営がスムーズに行われるようご協力をお願いいたします。 
 

記 

１ ユニフォームの色彩 

（１） ユニフォームのうちのシャツの色彩は、審判員が通常着用する黒色と明確に判別し得るものでなけれ

ばならない。 
① 紺色のシャツは、特に雨天時に黒とほとんど区別ができないことがある。シャツ（紺）、ショーツ

（紺）、ソックス（紺）だと審判員とほぼ同じ色彩となり判別が難しい。 
    ➡	紺色のシャツは着用しないよう、ご協力ください。 

② それぞれのゴールキーパーは、他の競技者や審判員と区別できる色の服装を着用しなければならな

い。両チームのゴールキーパーのジャージが同色で、両者が他のジャージと着替えることができな

い場合、主審は競技を始めることを認める。 
 
（２） シャツの前面と背面の主たる色彩は同じでなければならない。ショーツ及びソックスの前面と背面の

色彩は同じでなければならない。 
         ＋  シャツの前面及び背面には、選手番号を必ず表示しなければならない。 
         ＋  シャツには、チーム識別標章を必ず表示しなければならない。 

➡チーム名かチームエンブレムを付ける（併置も可）。 
 
（３） チームは、公式競技会の試合会場に正・副２組のユニフォームを持参しなければならない。 

    ↓ 
シャツのみ色彩を変えて、ショーツ及びソックスは正・副ともに同じということは認められない。 

       ➡ショーツ及びソックスは、正・副別の色彩のものを登録してください。また「ショーツ・ 
     ソックス」が「黒・黒」という組み合わせも避けてくださるよう、ご協力ください。 
 
（４） 主審は、対戦するチームの色彩が類似しており判別しがたいと判断したときは、両チーム立ち会いの

もと、両チームの各２組のユニフォームのうちから、シャツ、ショーツ及びソックスのそれぞれにつ

いて、判別しやすい組合せを決定することができる。 
 
（５） ソックスは、外から見える部分が同じ色彩になるようにする。 
 

  【 新潟県 4 種委員会での確認事項 】 

① シャツ、ショーツ、ソックスがそれぞれ４色（両チームのフィールドプレーヤーと

ゴールキーパーで濃淡が区別できる色）となるよう試合前に当該チーム同士で確実

に確認を行う。着替え等の準備を考慮し、早めに確認する。 

 



 ※ユニフォームのメーカーが異なる状況が散見されるが、４種ならではの諸事情があることから、 
メーカの違いについては許容する。ただし、色彩やデザインがチーム内で大きく異ならないよう努める。 

 

２ アンダーシャツ及びアンダーショーツ 

（１）アンダーシャツは、次のものとする。 
  ・シャツの袖の主たる色と同じ色で、１色とする。または、シャツの各袖とまったく同じ色の柄とする。 
（２）アンダーショーツ及びタイツは、次のものとする。 

・ショーツの主たる色またはショーツの裾の部分と同じ色でなければならない。同一チームの競技者が 
着用する場合、同色のものとする。 

 

  【 新潟県 4 種委員会の運用緩和 】 

① アンダーシャツの色は問わない。 チーム内で同色のものを着用する。 

② アンダーショーツ及びタイツの色は問わない。チーム内で同色のものを着用する。 

 
  ※審判員もアンダーシャツ及びタイツを着用してもよい。その場合は黒無地とする。 

「ピステ」「ジャージ」の着用は不可とする。また、ハーフパンツの着用も不可とする。 
 

３ 広告の掲示 

（１） ユニフォームに広告を掲示することを希望するチームは、新潟県サッカー協会に申請し、新潟県 
サッカー協会及び日本サッカー協会の承認を得なければならない。 

（２） 届出様式等は、新潟県サッカー協会ホームページを参照すること。 
 

４ その他 

 ・チームキャプテンは、アームバンドを着用しなくてもよい。 
・その他詳細は「（公財）日本サッカー協会 ユニフォーム規程」を参照すること。 
 

 

５ カーフソックスの普及に伴うソックスの色規定 

この章での言葉の定義を以下とする 
セパレートストッキング ：足首踝付近からふくらはぎの、すね当てを止める側 
セパレートソックス   ：足を覆う側のソックス 

【公式戦でのユニフォーム_ソックス規定】 
  ・登録された主たる色のソックス（これが原則） 
     →セパレートタイプを用いる場合も、登録された主たる色であること 
  ・セパレートタイプを用いる場合で、例えばストッキングが青で、ソックスが白となっている場合、 
   FP 登録選手全員が同じ仕様であること 
 
【新潟県 4 種の特別ユニフォーム_ソックス規定】 
  ・セパレートタイプを用いる場合のソックスは、エントリー表に示された GK/FP 正副のいずれかの色で 

あれば良いものとし、その試合でチーム内では統一されていなくても良いものとする。 
（例：ソックスの正副が青／白 ストッキング：ソックス 青：青 青：白 の混同を許容） 

 
あくまでも上記公式戦での規定理解の上で、新潟県 4 種委員会主催大会での緩和措置として周知化をお願い

するもの。ソックスの部分が大きくならぬよう、基本的にはストッキングが踝にかかるようにする。 



 

６ ゴールキーパーとフィールドプレイヤーの交代におけるユニフォーム着衣について 

 （以下、ゴールキーパー：GK、フィールドプレイヤー：FP と略記） 
 
・試合開始キックオフ時は、GK/FP いずれもエントリー表記載のユニフォーム色にて開始する 
・GK が FP として交代する場合は、一旦 GK交代して、ベンチにて上着だけ FP と同色で自身の番号と同じ 

ユニフォームに着替える又は上から着用して、FP と交代して出場できることを認める。 
（この時長袖 GK ユニフォームの袖部が他の FP と異なる色だが、これも許容する） 
・FP が GK として交代する場合も、ベンチにて上着だけ GK と同色で自身の番号と同じユニフォームに着替 

える又は上から着用して、GK と交代して出場できることを認めます。 
 
このことは、種別問わず発生する、フットサル競技と同じやり方である。 
（つまりフットサルも同様に上記が認められており、「交代自由」という点で親和性ある 4 種でも適用する。） 

 
なお GK が交代する際は、予備審判に伝え、アウトオブプレイで主審に伝達、ゲームを止め、交代する GK

をゴールラインよりピッチを離れさせ、主審の指示によって交代ゾーンより替わる GK が入り、空費時間を

できるだけ短くしてプレイ時間を確保できるよう、これを周知化し、指導者からもご指導いただく。 
 
[ GK が負傷して又は退場となって交代する場合 ] 

GK がチームに複数いるとよいが、1人しかいない場合でその選手が負傷してしまった場合 
・FP が、GK と同色の自身の番号と同じユニフォームで出場する（貼り番含め） 

 その際は前述同様、上着だけ着用で OK 
・FP自身の番号と同じ GK ユニフォームが無い場合、相手チームと混同することの無い色のサブユニフォー

ムを上着だけ着用する 
・もしもサブユニフォームが相手チームの主たる色と混同してしまう場合は、負傷退場した GK のユニフォ

ームを着用することを、審判団及び相手チームにも伝える。 
 
準備いただきたい優先順位 

同じ番号の GK ユニフォーム（正及び副） 
> 同じ番号の FPサブユニフォーム（相手と混同しない色） 

> 交代する GK のユニフォームを着用（登録番号とは異なるため、同意を得る） 
 
選手の負傷が無いよう安全にプレイできることが望まれることですが、試合前に GK にもしものことがあっ

た場合として、指導者が選手に準備伝達し、予め審判団や相手チームにも伝えておくべきことである。 
（通常はマッチコーディネーションミーティング(MCM)でこの確認をするが、4 種大会では MCM を行って

いないため、指導者が万が一のことを考えて準備していただきたい。また審判団も控え GK について試合前

に確認しておくと円滑に行える。） 
 
 


